
【
羽
幌
町
の
紹
介
】 

羽
幌
森
林
事
務
所
が
所
在
す

る
羽
幌
町
は
、
日
本
海
に
面
し

た
漁
業
・
農
業
・
観
光
が
主
要

な
産
業
と
す
る
町
で
す
。
暑
寒

別
天
売
焼
尻
国
定
公
園
の
一
部

で
あ
る
天
売
島
・
焼
尻
島
も
羽

幌
町
に
属
し
て
お
り
、
天
売
島

は
絶
滅
危
惧
種
の
「
ウ
ミ
ガ
ラ

ス
」
通
称
オ
ロ
ロ
ン
鳥
の
国
内

唯
一
の
繁
殖
地
と
し
て
有
名
で

す
。
ま
た
焼
尻
島
の
「
オ
ン
コ

林
」
は
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
て
シ
ー
ズ
ン
に
は

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。 

町
内
に
も
観
光
名
所
が
あ
り

ま
す
。
国
内
外
の
バ
ラ
３
百
種

約
２
千
株
を
栽
培
し
て
い
る

「
は
ぼ
ろ
バ
ラ
園
」、オ
ロ
ロ
ン

鳥
等
海
鳥
の
生
態
を
調
査
・
展

示
し
て
い
る
「
北
海
道
海
鳥
セ

ン
タ
ー
」
等
で
す
。
羽
幌
町
の

特
産
品
は
「
焼
尻
め
ん
羊
ラ
ム

肉
」、「
甘
エ
ビ
」、「
グ
リ
ー
ン

ア
ス
パ
ラ
」
等
で
す
が
、
特
に

「
甘
エ
ビ
」
は
水
揚
げ
量
日
本

一
で
、
毎
年
６
月
に
開
催
さ
れ

る
「
甘
エ
ビ
ま
つ
り
」
は
、
そ

の
知
名
度
の
高
さ
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
行
列
を
作
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
皆
さ
ん
も
当
地

を
訪
れ
た
際
は
色
々
な
所
を
見

て
食
を
堪
能
し
て
頂
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。 

【
羽
幌
森
林
事
務
所
に
つ
い
て
】

 

羽
幌
森
林
事
務
所
の
森
林
面

積
は
約
１
万
９
千
ha
あ
り
、
羽

幌
町
の
森
林
面
積
の
約
50
％

に
当
た
り
ま
す
。
内
訳
は
、
人

工
林
３
千
ha
天
然
林
１
万
６

千
ha
で
、
管
内
の
ほ
と
ん
ど
が

水
源
か
ん
養
保
安
林
と
防
風
保

安
林
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
森

林
官
１
名
、地
域
技
術
官
１
名
、

非
常
勤
職
員
１
名
の
計
３
名
で

各
種
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

１
年
間
の
主
な
業
務
は
林

道
・
作
業
道
の
維
持
や
融
雪
時

の
点
検
、
民
有
地
と
の
境
界
確

認
、
各
委
託
事
業
や
間
伐
事
業

等
の
監
督
、
森
林
資
源
の
各
種

調
査
等
で
す
。 

現
在
は
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
と
ス

キ
ー
を
使
用
し
て
森
林
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
札
幌

市
を
中
心
に
記
録
的
な
大
雪
で

し
た
が
羽
幌
町
は
積
雪
が
若
干

少
な
い
よ
う
で
現
地
ま
で
移
動

の
際
の
川
渡
り
に
一
苦
労
で
す
。 

【
羽
幌
施
業
指
標
林
に
つ
い
て
】 

羽
幌
部
内
に
お
い
て
、
現
在

長
期
的
に
行
っ
て
い
る
施
業
と

し
て
羽
幌
施
業
指
標
林
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
初
期
に

天
然
林
よ
り
生
産
力
の
高
い
針

葉
樹
の
増
殖
を
図
る
考
え
の
基

に
設
定
さ
れ
、
針
葉
樹
を
増
や

し
て
き
た
林
分
に
価
値
が
見
直

さ
れ
て
き
た
広
葉
樹
の
発
生
を

促
し
、
高
さ
や
種
類
の
違
う
樹

木
か
ら
な
る
「
水
土
保
全
モ
デ

ル
林
」
に
誘
導
し
て
い
こ
う
と

平
成
８
年
に
一
部
択
伐
を
行
い
、

「
無
施
業
区
」
、「
皆
伐
区
」
、

「
択
伐
区
」
、
「
帯
状
区
」
の

４
つ
の
試
験
区
を
設
定
し
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
天
然
力
を
活
用
し

た
森
林
作
り
の
も
と
広
葉
樹
主

体
の
針
広
混
交
林
に
成
林
で
き

る
よ
う
森
林
現
況
の
変
化
を
調

査
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

【
最
後
に
】 

昨
年
４
月
に
当
事
務
所
に
着

任
し
ま
し
た
が
、
羽
幌
で
の
勤

務
は
２
回
目
で
、
20
代
の
頃
に

製
品
事
業
所
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
と
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

時
々
昔
話
に
花
が
咲
き
自
分
も

年
を
取
っ
た
と
実
感
し
ま
す
。 

現
役
生
活
も
残
り
１
年
と
な

り
ま
し
た
。
現
場
業
務
の
重
要

さ
を
認
識
し
な
が
ら
業
務
を
遂

行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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